事業計画書別紙

事業内容説明書（6.創業支援）
１．事業内容
	創業の形態
	□分社化　□新規創業　□その他（　　　　　　　　　　）

	新事業の業種
	□製造業　　　□建設業　　　□情報サービス業
□学術研究　　□専門・技術サービス業

	1. 会社設立の背景・目的
記入例：
・当社は、長年の建設業務経験を持つ技術者とともに、地域の発展に貢献するために創業しました。
・当社は、持ち家や商業施設のリノベーションおよび改修工事を専門とする建設工事業者として、地域に密着したサービスを提供することを目的としています。

2.事業内容

記入例：
「当社は、住宅や商業施設の新築・改修工事を中心に事業を展開します。特に、老朽化した住宅や建物に対する耐震補強、リノベーション、エコ対応の省エネ工事を主力事業とし、地域住民や企業のニーズに応えます。その他、公共工事や道路工事にも対応可能な体制を整え、地域のインフラ整備にも貢献します。高品質な施工と確かな技術を提供し、顧客満足度の向上を目指します。」


	■期待される効果（事業計画書）
記入例：
「創業1年目は、地域の住宅リノベーションを中心に受注し、初年度売上目標は1,000万円を設定しています。2年目には商業施設や公共工事の受注を拡大し、売上目標は2,500万円を見込んでいます。3年目には、建設現場での安全性と効率性向上のためにICT技術を導入し、さらに3,000万円以上の売上を目指します。今後5年以内には地域内外での信頼を築き、持続可能な事業展開を目指します。また、新たな市場開拓として、エコ・省エネ工事の需要が高まる中で、これらを強化する予定です。」




　※金融機関等に提出した会社の事業計画書および収支計画書を添付すること
